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ln Mapping the Nation,





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(werkausgabe, Vienna 1975, vol. 1, p. 482)を参照o
163
3)ここで留意すべきことは､バウア-が共通語をその国に特
有なものとして述べないように注意していることであるD
バウア-は､スペイン語や英語を共通語として利岡する国
は数多くあるが,それらの国々が共通語を自分のものとし
て独占しようとしていないことを認識していた｡同様に,
彼はチェコ語やハンガリア語を抑圧しないで,ドイツ語が
大オーストリア合衆国を含めたヨーロヅバ諸国の共通語に
なる可能性を冷静に見ていたo　これをみれば,保守的なア
クトンと社会主義者バウア-が､まったく違った理由であ
るにせよ.なぜウィーンを中心とした巨大な政治領域に重
要性を置いていたかがわかる,
4)コーン(1891-1971)は二重君主制の下にあったチェコの
民族主義的首都プラハで育った｡彼はシオニズム青年運動
に積極的に参加し.その後.エルサレムを本拠地として拡
がった近東ナショナリズム運動の研究者となった｡彼の代
表作は1922年に発表された『ナショナリズム』である｡長
年コロンビア大学の教授を勤めた,ほぼ同時代のヘイス
(1882-1964)は､ 1926年に最初の主著『ナショナリズム
論』を発表したo奇妙なことに､彼はルーズヴェルト大統
領の時代に､フランコ体制下のマドリードで戦時大使を勤
*sm
5)ナポレオンとヒットラーがl世紀半にまたがって作った短
命の帝国に対して中央ヨーロッパと東ヨーロッパで起こっ
た思いがけない強い反応には､表面的な類似以上のものが
ある｡ナチの攻撃がもたらした一つの重要なものは､共産
主義とナショナリズムの混交であり,これによって,戦争
中に可能に見えたソ連への合併が職後にはより信じがたい
ものになった｡比較できる混交は, 1937年から1945年まで
日本の軍国主義の残甑な支配下にあった東アジアと東南ア
ジアにも見られた｡そこで例としてあげられるのは､毛沢
東,チトー､ホーチミン､金日成､そしてホッシヤである｡
6)こうした運動の出現の理由は非常に複雑であって.ここで
探るのは困難である｡しかし､これらを植民地帝国の戦後
の崩壊と関連させる価値はあるであろう｡植民地帝国の崩
壊は帝国の中心地の名声と魅力を減少させたoそしていう
なれば, ｢ナショナリティ｣をもつ活動的な若者たちをアン
ゴラ､アルジェリア,インド.コンゴへ送り込んだ安全弁
が取り除かれたo同時に,欧*H共同休のメンバーになるこ
とによって､西欧でいまなお見られる統治権に関する絶対
主義的主弓掛ま従来よりも説得力を失っているc
7)コール政権のドイツ再統合に関して,ハーバーマスは疑念
を抱いた｡彼は大ドイツのショーヴイニズムを抑える見込
みのあるものとして,欧州共同休の可能性に明らかに期待
している｡
